





















































































































































































































































































































































viii　	「（前回開催の 2014 年で）52 日間の期間中の来場者数は、目標の 20 万人に対して約
８万７千人にとどまった。周知不足が指摘されたほか、開催に約３億８千万円を投じた



























































には約 500 人ほどであった来場者数は年を追うごとに増加しており、2017 年度からはよ
り正確な来場者数を計測する仕組みを導入し、2018 年度には約 2700 名、2019 年度には約
4300 名の来場者数を記録しているⅺ。2018 年には「第 12 回市川市景観賞」を受賞、2019
年からはほおずき市と公式の連携が始まり、今後も来場者数の増加が見込まれている。
x　	以上の経緯はあんどん祭りに立ち上げから関わった千葉商科大学人間社会学部・斎藤紀子准
教授へのインタビューによる。2018 年 4 月 9 日実施。
xi　	来場者数の推計については、青山学院大学情報センターの槌屋洋亮助教の協力のもと、スマー






















































































































ば、あんどん祭りの場合、2018 年と 2019 年での違いの一つは、京成国府台駅・市川真間
駅への作品の展示にある。作品は、千葉商科大学の学生が作成したものだが、展示・監修
に藤代が関わった。駅での展示は、最寄駅を利用する人々にあんどん祭りの存在を告知す
る目的で行われるものだが、これが可能になったのは 2019 年度より両駅の駅長が実行委
員に参加したためで、アイデア自体は過年度にも出ていたものの、展示の依頼・交渉にか
かる手間から実現していなかった。京成電鉄が実行委員会に参加したのは、あんどん祭り
が 2015 年以来、地元のイベントとして認知されてきたからで、そのことが、告知場所と
して最適なスペースへの作品の展示につながった。
　あんどん祭りは、最初からアートイベントとして実施しているものではないので、イベ
ントの継続性を短命に終わった小規模アートイベントと直接比べることはできない。しか
し、街づくりのイベントとして、アートとは無関係に始まったイベントが、回を重ねてい
くなかでアートのイベントとしても見ることができるものへと変化していけば、それは、
今後のアートイベントのありように一石を投じることができるかもしれない。そして、こ
のようにイベントの性格が変化していくことは、アートを「使う」側であるイベント主催
者側にも大きな利点がある。
　2018 年のあんどん祭りの反省会において、場所を提供している弘法寺から次のような
改善点が提起された。寺では当日もいつも通りの寺務が行われているのだが、ステージイ
ベントにおけるバンド演奏やダンスのバックミュージックが大きすぎて仕事に支障をきた
すという意見があったという。加えて、この問題は単に音量を絞ればよいということでは
なく、なんらかの形で人々が「静かに」楽しめる時間やイベントのありようを考えてもら
えないかということであった。
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　あんどん祭りのメインイベントはなんといっても子どもたちが作ったあんどんに灯を入
れる点灯式だが、その瞬間は一瞬で終わってしまうものであり、また、季節柄暗くならな
いとできないので、どうしてもイベントの後半 30 分程度に限られてしまう。もともとの
目的に商店街の振興、商店の認知、ビジネスチャンスの提供といった点があったため、イ
ベントがわずか 30 分で終わってしまう点灯式だけでは意味がない。そこで、暗くなるま
での間、来場者が楽しめるようなステージ企画が立ち上がったのだが、バンド演奏やダン
ス・パフォーマンスといったコンテンツは、あんどんを灯すことやそれがお寺で行われる
こと、門前町の商店街が企画しているイベントであることなどと直接的・有機的なつなが
りを持っているわけではない。たしかに、地元のバンドが演奏し、小学生や大学生のダン
スがあることで祭りの楽しみには寄与するが、あんどん祭りにとって「エンターテイメン
トの提供」が、どこまで主目的であり得るかを考えると、ステージ企画が今後も継続すると
しても、それがイベントの理念的な中心であり続けてよいのかは議論が分かれるところだ。
　新興の地域イベントが、そのイベントの核となる理念について常にある種の不安を抱え
ていることは、郊外ニュータウンにおける様々な事例でも指摘されている（権	2012）。祭
りには「楽しさ」がある。一方で、伝統的な祭りの多くは、なんらかの形で神事や祭礼と
結びつくことで、楽しみの提供以外の目的を持っていたし、そうした儀礼の存在が祭りを
単なるエンターテイメントではなく、人々の土地や世界の理解に結びつけていた。それゆ
え、伝統的な時間の蓄積のない新興住宅地においては、祭りのエンターテイメント的側面
が必然的に強調されてしまうのだが、様々なコンテンツが流通する現代において、こうし
た祭りの手作りの「楽しさ」は十分に消費者の欲望を満足させるものとはいえない。乱暴
な言葉を使えば、宗教的ないし文化習俗的な儀礼を欠いた祭りで展開されがちなのは「ク
オリティの低いエンターテイメント」であり、そうしたものを労力やお金をかけて提供し
続けることの意義が常に問われてしまうのだ xiv。
　それでもこうした祭り・イベントが全国で行われているのは、地域の人々が地域社会の
連帯や町に対する愛着、そこに住まう人々同士の交流に意味を見出しているからである。
にも関わらず、人々をつなげる接着剤として、エンターテイメント的出し物以外の選択肢
xiv　	あんどん祭りの場合、企画・運営の中心である千葉商科大学にとっては、学生の教育とい
う目的がイベントの継続性に大きな影響を与えていることが見逃せない。大学側はそこで
実施されるイベントの質がたとえ低くとも、それを経験のない学生が一から企画・運営し
ていくことの教育効果を優先するからだ。一方で、参加する学生は長くて２年で入れ替わっ
てしまうため、大学側にイベントのクオリティー・コントロールを全て任せてしまうと、
ある程度の蓄積はできても、継続的にイベントの質を高めていくことには構造的なハード
ルが生じるだろう。
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が出てこないのはなぜか。この点を地域新興を目指したイベントを企画する側は考えてい
く必要がある。
　現段階でアートがその解決策であると断言することはできない。だが、少なくとも作家
の側には、自分たちの創作意欲や表現する力をその土地やそこに住まう人々に内在し、ま
とわりついているコンテクストの上で形にしたいという欲求を持つものがおり、その意
欲を、アートを目的としないイベントに取り入れていくことに可能性を見出すことはできる。
その意味で、地域新興のイベントにおいて求められているものが、見るものを楽しませ、驚
かせるようなエンターテイメント性だけではないということは明記されるべきかもしれない。
４．むすび
　過去２年間のあんどん祭りにおいて導入されたアーティストワークを、あんどん祭りと
いうイベントの性格を大きく変化させたと評価することは難しい。一つには、いずれの作
品においても、子どもの創作を中心に据える代わりに、土地や地域社会に対する理解を深
めたり、無意識のうちになされる関わりを暴くような契機が見出されたわけではないから
だ。参加した人々はワークショップを楽しみ、当日、来場した人々は子どもたちの作った
あんどんと共にアーティストあんどんの鑑賞も楽しんだ。つまり、あんどん祭りにおいて
アート作品とアーティストの果たした功績は、一つのエンターテイメントの提供であった
と言える。
　一方で、新しい形のエンターテイメントが提供され得たことを過小評価すべきでもない。
何よりも大事なことは、それまでアートを「使う」ことが想定されていなかったイベント
に、アートの位置する場を獲得できたことである。今回のイベントにおいて、作品がエン
ターテイメントとして提供されたという結果は、アーティストの資質に還元されるべきこ
とではない。また、実行委員会の立場からしても、アーティストあんどんは、共同研究プ
ロジェクトの一環として提案されたもので、ある意味では外部から突然降ってきた「場違
い」な企画だったのだ。それでも２年間の継続を経ることで、アーティストあんどんがイ
ベントの一角を占めるようになれば、これからは実行委員会のなかでアーティストワーク
の位置付けについて議論をしていくことが可能になる。あんどん祭りが目指す賑わいや景
観の創出とアーティストあんどんという企画の関係をどのようなものとするか、今後は実
行委員会の定例会にアーティストを招くなどの試みも求められるだろう。
　アートそのものを集客メディアとして利用しようとすれば、そこには予算という大きな
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壁が立ちはだかる。アートを目当てに人を呼ぶためには、そもそも人々が知っているよう
な有名なアーティストに依頼をしなければならないからだ。それは、予算に制約のある小
規模イベントでは現実的ではない。ましてや、あんどん祭りのようにアート展示を目的と
していないイベントであれば尚更だ。だが、それは単年で見た場合の話であり、また集め
たい人々が広範なエリアに広がっている場合の話でもある。
　一口に集客といっても、その目的はイベントによって様々だ。例えば、成功事例とされ
る「大地の芸術祭」や「瀬戸内国際芸術祭」は、過疎地域となりつつある越後妻有や瀬戸
内海の小島といった場所に、日本全国あるいは海外からも人を呼び集めることが目的と
なっている。また、都市型芸術祭の「横浜トリエンナーレ」では、横浜がもともと観光地
として集客能力のある土地であったことがその成功に大きく影響している。これに対して、
あんどん祭りにおける集客の意味合いは、地域の人々、それも普段商店街を利用したり、
日常生活のなかでお寺に集うことができるエリアに暮らす人々が対象となっており、極端
な話をすれば、あんどん祭りは数十万人を超える集客を初めから想定していない。そうな
ると、集客メディアとしてのアートの意味合いや位置付けも異なってくる。そこでは、誰
もが知っている有名アーティストの作品が 1 年だけ展示されるよりも、無名でも年をまた
いであんどん祭りに関わり続けてくれるような作家の存在が求められている。
　小規模アートイベントが短い継続年数しか持てない理由は様々だろう。集客ができてい
ても運営体制がうまくいかず空中分解してしまうこともあるだろう。だが、吉澤や田島ら
の先行研究が示唆していることの一つは、集客がうまくいくにせよいかないにせよ、イベ
ント実施に投入される運営側の膨大な労働コストが根本的な問題であるということだ。予
算が潤沢にあれば、人に任せることのできる仕事も、限られた予算のなかでは結局のとこ
ろ運営側の余暇を削ることで対応するしかない。だからこそ予算の獲得は至上命題であり、
予算に直結する集客も至上命題化していく。そして、ここに集客を前景化とする作品や作
家のありように対する批判も生まれるのだ。
　あんどん祭りのようなイベントでは、小規模アートイベントが抱えている以上のような
問題を小さくすることができる。つまり、ここではイベントの目的がアートの展示ではな
い、ということが、ローカルな文脈を作品づくりに必要とする作家にとっての利点として
機能する可能性があるのだ。当然、アートを目的とするイベントではないということが、
障壁となる事態も十分に考えることはできる。例えば、現代アートは必ずしも明るく、楽
しい、ポジティブなイメージだけを提供するものではなく、そこには衰退や崩壊、死といっ
たネガティブなイメージが提示されることもある。こうした企画が提示されたとき、エン
ターテイメント性が求められるようなイベントの運営側が果たしてそれを許容してくれる
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のか、というのは予想される課題ではある。とはいえ、あんどん祭りがそうであるように、
こうしたイベントを主催する人々もまたプロのイベンターであるわけではない。商店街、
市役所、大学、弘法寺、PTA、京成電鉄といった実行委員会を構成するメンバーは、こ
のイベントにそれぞれ独自の目的を持って臨んでいる。全体として一つのイベントを実施
する以上、意志の統一を図っていくことは必要になるが、目的を一つに限定する必要はな
いのだ。その意味で、アートというこれまでとは異質な目的をもってイベントに関わる余
地が生まれたことは、あんどん祭りという地域活性化の試みを、単なる賑わいや景観の創
出以上のものに変化させていく可能性を秘めたと言える。
　最後に、今後の課題と展望を簡潔にまとめたい。本稿は、あんどん祭りという一つの事
例における分析・考察が中心となったが、以上まで展開してきた議論は、もちろん、他事
例との比較を通じて検討されなければならない。筆者は、アート展示を主目的としないイ
ベントにおけるアート利用の可能性を一つの結論として提示したわけだから、同様の事例
を探して比較していくことが必要になる。加えて、あんどん祭りの今後の展開についても
継続的に観察していく必要があるだろう。先述したように、2020 年度開催にあたっては、
実行委員会の定例会にアーティストが参加することをひとつの契機として、イベントにお
けるアートの位置付けについての議論が起こるかに注目したい。
　本稿において十分に接近することができなかった内容としては、あんどん祭り参加者・
来場者におけるアーティストあんどんの受け止められ方と、アーティスト側への詳細なヒ
ヤリングがある。前者については、調査方法等を検討した上で、定量・定性両側面からア
プローチを検討する必要がある。後者については、臼田・藤代への追加のヒヤリングを行っ
た上で、それを参考に地域系のアートを志向する若手の作家へと調査対象を拡大させるこ
とが求められる。
　加えて、こうして集められた事例から導かれる知見を、社会学的ないし政策論的な観点
での理論化へ接合していくことも課題であろう。地域おこしの成果は、時に象徴的なリー
ダーの存在に還元されがちだ。だが、イベントの成否や持続性が、それを率いる人物の個
性や資質に還元されてしまうのでは、再現の条件を探っていくことは難しくなってしまう。
成功に向けた唯一の公式を導くまでは望めないまでも、なんらかの形で集積された経験を
一般化していく試みは必要だろう。以上の点を今後の課題として本稿の結びとしたい。
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